
2020年 7月 1日 

原子力エネルギー協議会 

 

取替困難機器の経年劣化の分類に関するご意見への対応について 

 

 

1. 第５回会合にいただいた主なご意見（P3、4）    

第５回経年劣化管理に係る ATENAとの実務レベルの技術的意見交換会におい

て、プラント長期停止期間中における取替困難機器の経年劣化の分類に関して、

以下のご意見をいただきました。 

 

A) 技術的な意見交換の全般に関する前提 

 ATENAが提示した技術根拠をベースに議論しているが、個別プラントの妥当

性については、材料や置かれている環境、また、適切な保全がされている

ことについて、別途確認が必要。 

 

B) コンクリート構造物の評価に関する意見交換の前提 

 コンクリート構造部の中性化評価等において、高経年化技術評価を未実施

のプラントは個別確認が必要。 

 

C) 個別事象 

 腐食（コンクリート埋設部）は、劣化自体は少ないかもしれないが、劣化

要因は有る、無いとまでは言えない認識。 

 コンクリートの非常用ディーゼル発電機の機械振動については、タービン

に比べて小さいことは当然であるが、当該部位の劣化が極めて小さいとい

うためには技術的な根拠が必要。 

 

2. ご意見に対する対応について    

上記 1.項のいただいたご意見に関しては、以下の通り対応します。 

 

A) 技術的な意見交換の全般に関する前提 

 意見交換の全般にあたって、今回は前提を置いた上で一般論として意見交

換をしており、個別プラントの経年劣化評価等については、使用環境が異

なること等から別途個別に確認が必要であることは ATENAも同じ認識であ

り、その旨を別紙４（表９見直し版、P5）の冒頭に記載し明確化しまし

た。 

 

B) コンクリート構造物の評価に関する意見交換の前提 

 コンクリートの中性化に関して高経年化技術評価を実施済みのプラントを

対象として評価を行いましたが、高経年化技術評価を未実施のプラントに
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ついては、別途確認が必要であることは ATENAも同じ認識であり、その旨

を別紙４の補足説明欄に追記しました。 

 また、その他のコンクリートの経年劣化分類に関しても、高経年化技術評

価未実施プラントは別途確認が必要であることを、同様に別紙４の補足説

明欄に追記しました。 

 

C) 個別事象 

 コンクリートの機械振動および腐食（コンクリート埋設部）について、長

期停止期間中に経年劣化要因があるため適切な保全活動が必要な事象とし

て位置づけ、長期停止期間中に保全（点検）を行うことをガイドの保全ポ

イントとして明確化することとし、別紙４の補足説明事項にも明記しまし

た。（P6以降） 

 

3. 保全ガイド別添 Aの分類について   

ガイドの分類については、当初、「有、無①、無②」の３つに分類し、その後、

別紙 4に基づいて長期停止期間中の経年劣化の進展程度、技術的な分類の考え

方、ガイド別添 Aの分類、また、高経年化技術評価の分類との整合等について、

意見交換してきました。 

これまでいただいたご意見も踏まえて、ATENA保全ガイド別添 Aにおいては、

長期停止期間中に必要な保全を明確化し事業者に確実な実施を促すことを念頭

に、ガイド別添 Aの分類は下記の通り３分類に整理し直しました。 

分類②には、長期停止期間中の劣化の進展程度を別紙４で整理した結果を踏ま

えて、適切な保全を行うことで経年劣化を管理する必要があるものをまとめてい

ます。なお、この分類②には、第 5回会合で指摘をいただいた、コンクリートの

アルカリ骨材反応・凍結融解等も長期停止期間中に保全が必要なものとして含め

ています。 

分類③には、長期停止期間中に劣化要因が無いものを整理しています。 

   

（ガイド別添 A分類） 

① 長期停止期間中の経年劣化の発生・進展が、プラントの長期運転において機

器・構造物の機能維持に影響を及ぼすおそれがある経年劣化事象。 

② 長期停止期間中に経年劣化要因はあるが、劣化の発生・進展が、プラントの

長期運転において機器・構造物の機能維持に影響を及ぼさないように、適切

な保全活動を行う必要がある経年劣化事象。 

③ 長期停止期間中に劣化要因がない経年劣化事象 
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